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じ

て、

宗
教

団
体
が

時
代
に

合
致
し
よ

う
と

す
る

努
力、

そ
し
て

新
メ

デ

ィ

ア
の

利
用
を

通
じ
て

自
ら
の

最
新
性
（

唇
宀
o

血
舞
 −

器
ω

ω）

を
確

保
す

る

と

い

う
現

象
に

注

目
し

た
。

し

か

し
、

宗
教
と

メ

デ
ィ

ア
及
び

商

品
化

と

の

関
連
を

通
じ

て

宗
教
は

「

公

的
存
在
」

と

な

り
、

「

大

量

性
」

の

領

域
に

入
る

が、

大
量

消
費
社
会
の
ニ

ー
ズ

に

応
じ
よ

う
と

し
て
、

宗

教
は

単
な
る

「

宗

教
的
エ

ン

タ
ー
テ
イ
ン

メ

ン

ト
」

へ

と

変
化
す
る

危
険
性
も

あ

る
こ

と

を
示

し
て

き

た
。

　
こ

こ

ま

で

述
べ

た

問
題
点
に

つ

い

て

は
、

宗

教
と

メ

デ
ィ

ア
と

の

関
係

の

み
な
ら
ず、

現
代
社
会
の
一

般
的
な

ダ
イ
ナ
ミ

ク

ス

を

よ

り
理
解
す
る

た

め

に
、

宗

教
学
の

視
点
か

ら
の

さ
ら
な

る
研

究
が

必
要
で

あ
ろ

う
。

宗
教
心
理

と

浄
土

真
宗

林

智
　
康

　
「

宗
教
心
理

学
」

に

つ

い

て
、

堀

江

宗
正
氏
は

『

歴
史
の

な
か

の

宗
教

心
理

学
』

（

岩
波
書
店）

と

「

現
代
思
想
と

宗
教

心
理
」

（
島
薗
進
・

西
平

直
編
『

宗
教
心
理
の

探
究
』

東
京
大

学
出
版
会）

で

述
べ

て

い

る
。

　
こ

の

考
え

は、

従
来
の

聖
と

俗、

出
世
間
と

世
間
と

い

う
区
別
を
超
え

て
、

人

間
が

神
や

仏
の

は
た

ら

き
ま

で

手
に

入
れ
て

し
ま

う
こ

と

に

な

る
。

す
な
わ

ち

心
理

学
が

宗
教
の

役

目
を

果
す
こ

と
に

な
る

の

で

あ
る

。

宗
教

者
で

あ
る

牧
師
や

僧
侶
は
こ

れ
を
ど

う
と

ら
え、

ど
う

考
え
る

べ

き

で

あ
ろ

う
か、

早
急
に

宗
教
者
は

宗

教
と

心
理

学
の

接
点
に

つ

い

て

深
く

研
究
す
る

必

要
が
あ
る

。

　
国
連
の

WHO

（
世
界
保
健
機
構
〉

の

理

事
会
で

は
、

今
か

ら

十
年
前

の
一

九
九
八
年
か

ら

九
九
年
に

か

け
て

、

一

九
四

〇
年
代
か

ら

続
い

て

い

る

「

健
康
」

の

定

義
を

改
正
し

よ
う
と

し
た

。

「

健
康
」

の

定

義
と

は、

（

一
）

身
体
的
に

健
全
で

あ

る
℃

げ
鴇

。゚

8
巴

　（
二
）

精
神

的
に

健
全
で

あ
る

ヨ
 

韓
巴

　（
三
）

社
会
的
に

健
全

で

あ

る
ω

oo
凶
巴

　
と

い

う、

フ

ィ

ジ
ガ

ル

・

メ

ン

タ
ル

・

ソ

ー

シ

ャ

ル

の

三

つ

の

要
素
が
入
っ

て

い

る
。

す
な
わ

ち
体
と

心
と

人
間
関

係
の

健
全
を
述
べ

て

い

る
。

し
か

し
こ

れ
で

は

人
間

の

健

全
を

十
分
表
現
し
て

い

な
い

と

い

う
考
え
が

強
ま
っ

て

き

た
の

で
、

四

番
目
に

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

（

°ワ

も

三
ε
巴）

に

健
全
で

あ
る
」

と

い

う

言
葉
を

追
加
し
、

総
会
に

か

け
よ

う
と

し

た

と

こ

ろ
、

総
会
で

は

全
会
一

致
を
め

ざ
し

て

い

た
の

で

保
留
に

な

っ

て

し

ま

っ

た
。

と

こ

ろ

が

そ

の

後

「

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル
」

あ
る

い

は

「

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア
リ

テ

ィ
」

の

言
葉
が

時
代
の

流
れ
と

と

も
に、

最
近
は

よ

く
使
わ

れ
て

い

る
。

　
ま

た

鈴
木
大
拙
は

「

た
だ

宗

教
に

つ

い

て

は

ど

う
し
て

も

霊

性
と

で

も

云
ふ

べ

き
は

た

ら

き

が
出
て

来
な
い

と

い

け

な
い

の

で

あ
る

。

即
ち

霊
性

に

目

覚
め

る
こ

と
に

よ

っ

て

始
め

て

宗
教
ぷ

わ

か

る
」

（
『

鈴
木
大

拙
全

集
』

第
八

巻
　
岩
波
書
店）

と
、

宗
教
と

霊

性
に

つ

い

て

言
及
し
て

い

る

こ

と

に

注

目
し
た

い
。

　
二

十

世
紀
に

入
り

、

心
理

学
と

精
神

医
学
を
結
ぶ

新
し
い

学
問
分
野
で

あ
る

臨
床
心
理

学
が

誕
生
し

た
。

第
一

の

心
理
学
は

フ

ロ

イ
ト
の

精
神
分

析
に

よ
る

学
問
で

、

今
日
の

心
理
療
法
（
精

神
療
法）

に

な
っ

た
。

第
二

の

心

理
学
は

ワ

ト

ソ

ン

な

ど

の

行
動
主
義、

客
観
的
に

観
察
で

き

る

行
動

を

対
象
と

し
た

心
理

学
で

あ
る

。

第
三

の

心
理
学
は

マ

ズ
ロ

ー

や

ド

イ
ツ

の

ゴ

ー
ル

ド
シ

ュ

タ

イ
ン

が

と

な

え
た

人
間
性
心
理
学
で

あ
る
。

そ

う
し

て

第
四

の

心
理

学
と

し

て
、

ト
ラ

ン

ス

パ

ー

ソ

ナ
ル

心
理

学
が

出
て

き
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た
。

こ

れ

は

西
洋
心
理

学
と

東
洋
的
霊

性
を
創

造
的
に

融
合
し

た
も
の

で

あ
る

。

そ

し
て
一

九
九
〇

年
代
に

入
り

、

深

層
心
理

学
と

仏
教
の

対
話
が

再
び

活
発
に

な
る

の

で

あ
る

。

0
心
理

学

未
我
↓
自
我
↓

自
己

↓
超
（
自
）

我

　

　
フ

ロ

イ

ト
、

マ

ズ
ロ

　
　
　
　
　
ー
、

ゴ

ー

ル

ド
シ

ュ

タ

イ

ン

　
　
　
　
　

未
意

識
↓

意
識
↓
無

意
識
（
個
入

的
無
意
識、

普
遍
的
無
意

　
　
　
　
　

識
（
集
合
的
無
意
識
V
）
　
　
ユ

ン

グ

○

仏
教
　
　
自

我
（

我
執
）

↓

無
我

　
【

仏
教
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
浄
土
真
宗
】

　
・

仏
教
心

理
学
・

唯

識
の

心

理
学
　
・

浄
土
心
理

学
（
真
宗
心
理

学）

　
・

仏

教
ビ

ハ

ー
ラ

　
　
　
　
　
　

　
・

真
宗
ビ

ハ

ー
ラ

　
・

仏

教
カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

　
　
　
　
・

真
宗
カ

ウ

ン

セ

リ
ン

グ

O
仏
教
（
仏

道）

　
・

転
迷
開

悟
頃

迷
い

を

転
じ
で

悟
り
を

開
く

　
　
解
脱
　
成
仏
　
涅

槃
　
滅
度

　
生

死
を

超
え
る

　
「

煩
悩
即

菩
提
」

　
　
「

生

死

即
涅

槃
」

○

浄
土

真
宗
の

教
え

　
・

阿
弥

陀
如
来
の

本
願
を

信
じ
念
仏
を

称
え

れ

ば
、

現
生
に

正

定
聚
に

　
　
住
し、

浄
土
へ

往
生
し

て

仏
に

な
る

。

後
生
の
］

大

事
。

　
「

能
発
一

念
喜
愛

心
　
不
断

煩
悩
即
涅
槃
比

「

惑
染
凡
夫
信
心

発
　
証
知

生
死
即
涅

槃
」

（
正

信
念
仏
偈）

初
期
真
宗
教
団
の

原
風
景

安

　
藤

章
　
仁

　
『
三

河

念
仏
相
承
冖

記
』

（
以

下
『

相
承
凵

記
』

と

略

称）

は
、

真
宗
美

術
の

宝

庫
と

い

わ
れ
る

三
河
地

方
に

お

い

て

専
修
念
仏
の

教
え

が

初
め

て

伝
え

ら

れ

た
状
況
と、

そ

の

後
の

展
開
を

記
し
た

史

料
で
、

獎
書
に

貞
治

三

年
（
一
、

二

六

四）

の

年
紀
が

記
さ

れ

る
。

親
鸞
没
後

約
自
年
の

記
録
で

あ
る

が
、

初
期
真
宗
教
団
の

成
立
過

程
を

伝
え

る

現
存
唯
一

の

古
記
録
と

し

て

史
料
的
価
値
は

高
い

。

小

論
で

は

『

相
承
凵
記
』

の

記
述
か

ら

初
期

真
宗
教
団
の

原
風
景、

す
な

わ
ち

そ

の

特
徴
を
読
み

解
い

て

み

た

い
。

　
ま

ず、

初
期
真

宗
門
侶
の

成
立

過

程
に

つ

い

て

『

相
承
日

記
』

は、

「

念

仏
」

「

法

名
」

「

出
家
」

の

三

段
階
が
あ
っ

た
こ

と

を

伝
え

て

い

る
。

詳
細
に

関
す
る

記

述
は

な
い

が
、

「

念
仏
」

は

入
信
の

段

階
で

俗
名
を
用

い
、

「

法
名
」

の

下
付
は

正

式
な

信
徒

、

「

出
家
」

は

坊
賦

73

が

下
付
さ

れ

た

道
場
坊
主
と

考
え

ら

れ
る

。

そ

し

て

各
段
階
が

顕
智
聖

2
二

二

六

−
一

三
一

〇）

に

よ
る

相
伝
で

あ

る

こ

と

を

主
張
す
る
と

こ

ろ

に

本
書
の

特
微

が

あ
る

。

　
次
に

初
期
真

宗
教
団
の

構
成
に

つ

い

て

「

念
仏
二

入
ル

人
数
名
帳
」

の

記
載

内
容
か

ら

考
え
た

い
。

名
帳
に

は

三

十
二

名
の

人
名
が

記
さ

れ

る

が、

そ

の

内
訳
は

下
級
荘

官
や

有
力
名
主

層
で

あ

る

「

監

帳
」

「

庄
司
」

「

田

俟
」

「

渡
」

「

検
校
」

、

坊
号
を

持
つ

出
家

者、

俗

名
の
一

般
耕

作
農

民
、

遊
君
（
女

性
芸
能
者）

で

あ
る

「

御
前
」 、

名
帳

外
に

記
載
さ
れ

る

土
豪

的
領
主
の

「

権
守
」

と

多
様
な

社
会
的
階
層
に

よ
っ

て

構

成
さ

れ
て

い

る
。

注
目
さ

れ

る
の

は、

名
前
の

下
に

「

二

人
」

と

書
か

れ
る

ト
ニ

組

344（1436｝
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